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プラスチック固形化燃料（RPF）の現状と将来展望
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廃プラ処理施設体制
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RPF生産能力 年間１２万ｔ
～現在はRPF製造を中心に年間約６万トンの取扱い～

㈱オガワエコノス
仙台工場（宮城県黒川郡）

㈱オガワエコノス
岡山工場（岡山県勝田郡）

㈱オガワエコノス
鵜飼工場（広島県府中市）

㈱オガワエコノス
本山工場（広島県府中市）

オガワエコノスグループ
ダイイチ企業（広島市）

自社グループ ５拠点

※２０２３年４月新工場オープン
名称：サーキュラーエコノミー福山（広島県福山市）

業務提携工場 ４拠点
※他 協力工場多数
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会社説明

会社概要

代表取締役 小川 勲

設立 １９５２年３月１５日

資本金 １,０００万円

グループ社員数 約３００名

本社 広島県府中市５０２‐１０

ソリューション営業部 東京都中央区京橋２‐１１‐３ 3F

水をきれいに
許 可： ５市町（福山市、府中市、尾道市、三次市、神石高原町）
管理基数： １０,３７８基（大型水処理施設・家庭用浄化槽）
運転管理： ４施設（下水処理施設運転管理）

町をきれいに
許 可： ８市町（福山市、府中市、尾道市、三次市、神石高原町、大竹

市、江田島市、勝央町）
処理受託： ８市町（福山市、府中市、尾道市、神石高原町、庄原市、大崎上

島町、江田島市、勝央町）
収集受託： ３市町（府中市、三次市、勝央町）

産業を支える
許 可： 収運２５県市（広島県、岡山県、山口県、島根県、鳥取県、
兵庫

県、愛媛県、香川県、福岡県、大分県、佐賀県、東京
都、

宮城県、岩手県、秋田県、山形県、青森県、福島県、
大

阪府、熊本県、滋賀県、愛知県、高知県、徳島県、福
山市）
処 分： 処分５県市（広島県、広島市、福山市、岡山県、宮城県）

加入団体
日本経済団体連合会、府中商工会議所、日
本RPF 工業会、広島県環境整備事業協同組
合、広島県清掃事業協同組合、広島県資源
循環協会、岡山県産業廃棄物協会、宮城県
産業資源循環協会、東京都産業資源循環協
会

認証 ISO14001, ISO45001, JIS, Pマーク等

グループ売上 約５０億円（２０２１年度）
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RPF製造フロー
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原料は、４０～６０ｍｍ程度まで破砕され、定量供給機にて混合されたあと、
成形機へと搬送されます。成形機では、各種規格に合わせた成形サイズで
成形され保管、出荷されます。

一社）日本RPF工業会 事例
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RPF製造フロー
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RPF製品は直径８～３５ｍｍ、長さ１０～１００ｍｍに成形された固形燃料です。
製紙会社、製鉄会社、石灰会社等で石炭やコークス等の化石代替燃料として
利用されています。
熱量や不純物等の品質コントロールが可能で、貯蔵性にも優れハンドリングが
良いことが特徴です。

一社）日本RPF工業会 事例
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RPF市場の概況（需要と生産実績）
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一般社団法人日本ＲＰＦ工業会は、平成24年7月より全国調査を開始して、需要推移・
生産実績のデータを集計している。下記、グラフの通り。
２０２３年以降、２０３０年までに更に４０万トン超の新規需要が見込まれている。

増
加
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RPF市場の概況（新規需要の例）
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これまでは製紙会社でのニーズが多く現状も堅調な需要状況ではある。
新たに他業界からのニーズ創出が見込まれる。

２０２６年４月竣工

２０２３年１０月竣工
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RPF市場の概況（プラマテリアルフローから見るRPF処理）
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未利用な廃プラの量は１００万t超（１３％）。
これらを有効利用するための具体的な施策が必要。
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RPF市場の概況（原料のターゲット）

11

RPF原料 RPF原料にならず埋立処分されるもの
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RPF市場の概況（原料とならない理由）
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有効利用が進まない廃プラスチック

理由：塩素含有、不燃系異物付着（金属、陶器等）、著しい汚れ、バッテリー等の危険物等
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新工場のご紹介
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名 称
株式会社オガワエコノス

サーキュラーエコノミー福山

所在地 広島県福山市箕沖町106－3

敷地面積 9,992㎡

建屋面積 3,416㎡

主業務 一般・産業廃棄物中間処理

主要設備

高度自動選別機（風力・振動・磁力・光学）
破砕機3基
成形機2基

集塵機・緊急消火設備

処理能力 5,000t/月 24時間稼働

竣工時期 2023年３月 竣工
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新工場のご紹介（前処理）
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RPF生産の前処理の一例です。RPF原料として禁忌品となる、不燃物（金属、砂等）や
塩素含有プラについて機械選別を行います。特に塩素の含有した廃プラは、RPF利用

側での腐食等による影響や残渣の処理フロー上の問題から除去されるのが一般的で
す。

一社）日本RPF工業会 事例
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社会動向と顧客ニーズの変化

海洋プラスチック
ごみ問題

国際的に国、研究機関、
市民団体等が調査

国際NGO等による
ブランドオーナー批判
（飲料ボトル等）

ESG投資
サスティナブルファイナンス

サーキュラーエコノミー

長期投資家や評価機関
がプラスチック対策状況を
企業に開示させる動き

政策の打ち出し

２０１９年５月プラスチック
資源循環戦略

２０２１年６月プラスチック
循環法成立へ

２０２０年５月循環経済ビ
ジョン公表（経産省）

２０２２年４月プラスチック
新法施行

プラスチックごみ
輸入規制

２０１７年末中国がプラご
み輸入を禁止
他アジア追随

プラスチックの滞留問題

ブランドオーナーがNGO批判回避、ESG評価を意識し、
脱プラ、再資源化、再生プラ利用に意欲を示す

政府はプラスチック資源
循環に向けた制度改革へ
（RPFは再資源化から除外）

排出事業者のプラごみに
対する意識の高まり
（問題意識上昇）

２０３０年までにPETボトルは石油由来のバージン樹脂をまったく使用しない等、ものづくりの分野で環境配慮設計が
打ち出される。プラスチックをごみにしない新たな循環型の再資源化手法の技術開発が進み、新規参入が始まる。

⇒廃プラの持続可能な循環型の再資源化を求めるニーズが増加（熱回収に対する評価低下）

２０５０
カーボンニュートラル宣言
（２０２１年５月）
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RPF市場の概況（プラマテリアルフローから見るRPF処理）
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原料化

残渣

燃料化

残渣

熱回収

エネ創出（ER）RPF/フラフ
電気・蒸気等

廃プラスチック（高品位）

再生原料（MR・CR）SRM *／フラフ

代替燃料需要
低炭素需要

廃プラスチック
再資源化需要

資源循環需要

廃プラスチック（低品位）
適正処理需要
（再資源化需要）

選別

選別

脱炭素需要

エネ創出（CR）
水素・アンモニア等

当社の取組み（ソリューションサービス）

当社は循環型社会・脱炭素社会に向けて、選別等を通じた再資源化の高度化、
残渣の有効利用徹底等カスケード利用を通じて「社会全体の最適化」を追求します。

input

output

© 2023 Ogawa Econos Inc. All rights reserved.

循環プロバイダー
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＜SRM*とは＞
Solid Recovered Materialの略称で、ISO（TC300）で協議されている規格化の名称
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当社の取組み（脱塩技術開発）
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脱塩の位置づけ

令和５年度に計画している「廃プラの熱分解法を用いた脱塩技術開発によるリサイクル
の高度化事業」が公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団（所在地：東京都港区）
の実施する「産業廃棄物処理助成事業」に採択されました
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当社の目指している姿
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１．ソリューションサービスの強化
再資源化の高度化＋カスケード利用により、これまで以上に世のため、人のためになる

２．企業価値の向上
消費者、ブランドオーナー、石油化学、プラントオーナーとの循環型アライアンス（動静脈連携）

３．既存事業との相乗効果
新規事業による既存事業（燃料化）とのシナジーに期待でき好循環が生まれる（有効利用率１００％）

焼却
埋立

石油・化学工業

ブランドオーナー（メーカー等）

消費者（一廃）・ユーザー（産廃）
オガワエコノス

プラントオーナー（CR／MR）

プラ製品

廃プラ

持続可能な廃プラ資源循環

エネルギーリカバリ―

×
少なく

×

×

カスケード利用

輸出・海ごみ

少なく

少なく

再資源化の高度化

再資源化の高度化

脱塩技術開発
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